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Ⅰ 研究主題設定の理由  
現代社会では、生活が便利で豊かになった反面、人とのコミュニケーションや地域とのつ

ながりが希薄化している。少子・高齢化や核家族化が進み、子供の生活も大きく変化する中、

これまで実生活の中で培われてきた問題解決能力や判断力、他人を思いやる心などが育ちに

くい状況にある。また、身近な人との関わりの中で自他のよさや成長を自覚する機会も少な

い。そのような中で「自分の生活や地域を対象とし、具体的な活動や体験を通して自分との

関わりで学ぶ」生活科の学習は、時代のニーズにかなったものである。

ところが、平成２０年１月の中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特

別支援学校の学習指導要領等の改善について（答申）」では、生活科の課題として、「学習活

動が体験だけで終わっていることや活動や体験を通して得られた気付きを質的に高める指導

が十分に行われていないこと」、さらに「表現の出来映えのみを目指す学習活動が行われる傾

向があり、表現によって活動や体験を振り返り考えるといった、思考と表現の一体化という

低学年の特徴を生かした指導が行われていないこと」等が指摘された。

こうした指摘を踏まえ、今回の学習指導要領の改訂では、気付きの質を高める学習活動の

充実、伝え合い交流する活動の充実などが示された。

  本部会が行った、教員を対象とする意識調査からも、「児童の気付きの質を高めるために、

どのように働きかけをするとよいのか。」「一人ひとりの気付きをどのように共有させていく

とよいのか。」等、児童の気付きの質を高める指導に困難を感じている教師の姿が浮かび上が

ってきた。子供が生き生きと熱中して活動や体験を行い、その中で芽生える気付きを表現す

ることによって高めたり、素朴な気付きや感動を伴った気付きが、意味付けや価値付けされ

ることによって、しっかりと子供の中に自信として残ったりしていくことが重要である。

そこで、本部会では、児童の気付きの質を高める具体的な指導の在り方を探ることとした。

児童が自分の思いや願いをもち、熱中して活動や体験をしているときに様々な気付きが生ま

れる。その気付きを児童が意識したとき、気付きは確かなものになる。そのためには、学習

過程における振り返りの活動を重視し、互いの気付きを交流させることで、新たな気付きへ

結び付け、気付きの質を高めていくことができると考えた。

上記の理由から、本部会では研究主題を「気付きの質を高める学習活動の工夫」とし、気

付きの質を高める手だてについて研究を行った。

Ⅱ 研究のねらい 
生活科において、気付きの質を高めることにつながる具体的な手だてを探り、それを検証

授業を踏まえて提案する。

Ⅲ 研究の仮説 
 教師が児童の気付きを見取り、それを価値付ける手だてを工夫するとともに、「伝え合い交

流する活動」を工夫した学習過程を取り入れれば、児童の気付きの質が高まるであろう。 

＜ 生活・研究主題 ＞ 

気付きの質を高めるための学習活動の工夫 
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Ⅳ 研究構想図 

  

児童の実態 目指す児童像  生活科を実施する上での課題 

研研究究主主題題  

気付きの質を高める学習活動の工夫 

研研究究ののねねららいい  

生活科において、気付きの質を高めることにつながる具体的な手だてを探り、それを検

証授業を踏まえて提案する。 

研研究究のの仮仮説説  

  
○自然や社会への興味・関

心は高く、活動や体験に
積極的に取り組む。

○活動や体験で得られた

気付きはあるが、それを
あまり自覚していない。  

○活動や体験から思考す
る力・言葉や絵で表現

する力には、個人差が
ある。 

  
○対象に関わる楽しさが

分かる児童 
○自分と友達との関わり

の中で考えを比べ、似て
いるところや違うとこ

ろに気付く児童 
○自分と友達との関わり

の中で、自分や友達のよ
さや成長に気付く児童 

 

  
○表現によって活動や体

験を振り返り考えると

いう、低学年の特徴を
生かした指導が十分に
行われていない。

○活動や体験を通して得

られた気付きを質的に

高める指導が十分に行

われていない。 

教師が児童の気付きを見取り、それを価値付ける手だてを工夫するとともに、「伝え合い

交流する活動」を工夫した学習過程を取り入れれば、児童の気付きの質が高まるであろう。  

基礎研究 調査研究 

○気付きの質に関する文献研究 

１ 「気付き」をどう捉えるか。 
 

２ 「気付きの質の段階」をどう 
捉えるか。 

 
３ 「気付きの質を高める」をどう 

捉えるか。 

○生活科の指導における課題意識につい

て教員対象の調査研究を実施。

・調査時期：平成２５年１０月～１１月 

・調査対象：都内小学校７校の教員 

・実施人数：５６名 

授業研究 

  
 気付きの質を高めるための指導の工夫（２校で２回） 

【検証の視点】 

１ 気付きを見取り、価値付けるための手だての工夫 

２ 伝え合い交流する活動の工夫 

３ 指導計画における体験活動と振り返りの活動の位置付けの工夫 
  



 

Ⅴ 研究の方法 

１ 基礎研究 ２ 調査研究 ３ 授業研究 
○気付きの質に関する基礎的

研究 

「気付き」に関する先行研究

及び論文等の文献を参考に

以下の３点を研究した。

１ 気付き 

２ 気付きの質の段階 

３ 気付きの質を高める 

○生活科の指導における課題

意識についての調査 

・気付きの質が高まると考え

る学習活動及びその理由 

・生活科の指導における評価

について 

 

○気付きの質を高めるための

指導の工夫 

・検証授業１ 
「めざせ 生きものはかせ」  
 （第２学年） 
・検証授業２ 
「かぞくにこにこ大さくせ

ん」（第１学年） 

Ⅵ 研究の内容 

１ 基礎研究 

  本部会では、次の三つの視点に着目し研究を行った。

（１）「気付き」の捉え方 

「気付き」とは、小学校学習指導要領解説生活編において、「対象に対する一人一人の認識」

であり、「児童の主体的な活動によって生まれるもの」と定義されている。気付きは、知的な

側面だけではなく、情意的な側面も含まれ、「対象への気付き」「自分自身への気付き」があ

る。気付きとは、対象との関わりなどの体験を通して、試行した中で生まれるものであり、

次の自発的な活動を誘発し、児童の意欲的な姿を実現する上で大きな要因となる。

本部会では、「気付き」を「それまで気に留めていなかったところに注意が向いて、新たな

発見をしたり、思いや願いをもったりすること」と捉えた。

（２）「気付きの質の段階」の捉え方 

本部会では、最初の活動後の気付きと、２回目の活動後の気付きでは、違いが生じている

と考え、この違いを「気付きの質の段階」と捉えた。

平成２３年度教育研究員報告書によると、気付きの質の段階には、①感覚的な気付き（特

に意識しなくても得られる気付き）②発見的な気付き（活動を通して得られる気付き）③思

考的な気付き（活動を通して、今までの気付きを結び付けて得られる新たな気付き）④再認

識の気付き（活動を通して、改めて実感できる気付き）⑤生活に生かす気付き（活動を振り

返って、意欲的に自分の生活に生かそうとする気付き）がある。この５つの気付きがスパイ

ラルになることで、気付きの質が高まるとされている。

本部会では、気付きの質の段階を次のような具体的な児童の姿として考えた。
 

気付きの質の段階 具体的な児童の姿 

① 感覚的な気付き 「ウサギはかわいいな。」「触ってみたいな。」 

② 発見的な気付き 「ウサギの毛はふわふわしている。」「抱っこしたら温かかった。」 

③ 思考的な気付き 「キャベツをあげたら元気になった。キャベツが好きなのかな。」 

④ 再認識の気付き 「毎日掃除をすることで、元気に過ごすことができるんだ。」 

⑤ 生活に生かす気付き 「ウサギが元気に暮らせるように、これからもお世話したいな。」 
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（３）「気付きの質を高める」の捉え方 

「気付きの質を高める」とは、「気付きを自覚することで明確化し、その気付きを基に、新

たな気付きへと高める」ことと捉えた。「気付きの明確化」とは、活動の中で生まれた無自覚

な気付きを、絵や文などで表現したり、友達と交流したりすることで自覚することと考えた。

気付きの明確化と同時に気付きの質が高まる場合もあれば、明確化された気付きを基に活動

や表現をすることで、新たな気付きへと高まる場合もある。

本部会では、気付きの質の高まりを次のような具体的な児童の姿として捉えた。 

    

２ 調査研究 

（１）調査のねらい 

  本研究会では、部員の所属校における教員を対象に「気付きの質を高める学習活動に関す

る実態調査」を実施した。教員が、生活科の指導における評価についてどのような意識をも

っているかを調査することを通して、本研究の視点や具体的な手だてをつかむことをねらい

としている。

（２）調査項目と内容 

生活科の時間の展開の中で、気付きの質が高まる学習活動として、以下の４点を挙げ、特に

どの活動で気付きの質が高まると考えるか、またその理由、さらに、生活科の指導における

評価について、どのような意識をもっているかを調査した。 
 

○見る、聞く、触れる、作る、探す、育てる、遊ぶなど、対象と直接関わる活動 

○体験したことや調べたことを伝え合い、交流する活動 

○繰り返し対象と関わり、試行錯誤をして、何度も挑戦する活動 

○活動や体験したことを言葉や絵などによって振り返る活動 

（３）調査概要 

調査期間 平成２５年１０月から１１月まで 

調査対象 都内小学校７校の教員（本部会部員所属校） 

調査方法 質問紙による選択肢法及び自由記述 

サンプル数 ５６名 

① 素朴な気付きから、知的な気付きへ 

「葉っぱがきれいだな。」から、「緑だった葉っぱが秋になって黄色に変わったな。」 

② 自分だけの気付きから、一般的な気付きへ 

「僕のコオロギは暗いところが好きみたいだ。」から「みんなの飼っているコオロギも暗

いところが好きみたいだ。」 

③ 一時的な気付きから、つながりのある気付きへ 

「青いアサガオの花が、午後に紫色になった。」から「毎日同じように色が変わるな。」  

④ 表面的な気付きから、内面的な気付きへ   

「背がこんなに伸びたよ。」から「年下の子に優しくお世話ができるようになったよ。」  



 

（４）調査結果と考察 

質問１ 生活科の学習において、特にどの活動で気付きの質が高まると感じているか。 

（当てはまるものを１つ選択） 

グラフ１ 気付きの質が高まると感じる学習活動 

 

質問２ 質問１で回答した活動について、気付きの質が高まると感じる理由（自由記述） 

表１ 「見る、聞く、触れる、作る、探す、育てる、遊ぶなど、対象と直接関わる活動」 

    が気付きの質を高めると感じる理由 
 

質問３ 生活科において、児童にどのような力が付いたかを適切に評価することについて、

どのような意識をもっているか。（当てはまるものを１つ選択） 

グラフ２ 評価に関する意識 

  

○ 対象と直接関わる活動がその子供にとって自分の体験となった時、「振り返る活動」「交

流する活動」「試行錯誤する活動」へと発展していくものだと思うから。

○ テレビやパソコン等による情報過多の中、子供たちに不足しているのは様々な対象に

直接関わることだと思う。しかし、ただ関わらせても気付けないので、それを価値付け

る活動が必要である。

○ 実際に活動したり、体験したりすることで、児童の気付きが多くなるのではないかと

考えるから。

○ 気付けるような視点を指導者がいくつかもち、アドバイスすることにより、活動の質

が高まり、気付きの質も高まると思うから。 

3

11

13

29

0 5 10 15 20 25 30 35

④活動や体験したことを言葉や絵などによっ
て振り返る活動

③繰り返し対象と関わり、試行錯誤をして、
何度も挑戦する活動

②体験したことや調べたことを伝え合い、交
流する活動

①見る、聞く、触れる、作る、探す、育て
る、遊ぶなど、対象と直接かかわる活動

（人）  

1

2

33

19

0 10 20 30 40

④容易である

③どちらかといえば容易である。

②どちらかといえば難しい。

①難しい。

（人）  

④ 容易である  

① 難しい  

② どちらかと言えば難しい  

③ どちらかと言えば容易である  

① 見る、聞く、触れる、作る、探す、育て  
る、遊ぶなど、対象と直接関わる活動 

② 体験したことや調べたことを伝え合い、  
交流する活動 

③ 繰り返し対象と関わり、試行錯誤して、  
何度も挑戦する活動 

④ 活動や体験したことを言葉や絵などに    
よって振り返る活動 
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グラフ１から、多くの教員が「対象と直接関わる活動」を気付きの質が高まる学習活動と

して挙げていることが分かった。生活経験の少ない児童にとって、対象と直接関わることで

気付きを生み出していくと考えていることが分かる。

また、表１からは、ただ対象と直接関わるだけの活動にならないよう、気付きを生み出し

価値付けるような活動が必要であるという結果も得ることができた。対象と直接関わること

で、気付きが生まれる。その気付きを高めるために、伝え合い交流する活動、言葉や絵など

で振り返る活動、繰り返し対象と関わる活動などの中で気付きを価値付けていくことが重要

であると考えられる。このことから、それぞれの活動が作用し合うような指導の工夫を研究

し提示していくことが、気付きの質を高めることにつながると考える。

グラフ２から、多くの教員が生活科の評価を難しいと感じていることが分かる。特に気付

きをどのように見取るかを課題に挙げている教員が多かった。そのため、気付きを見取り価

値付ける指導の工夫を研究し提示することは、非常に有効であると考えられる。

 

３ 授業研究 

 本部会では、児童が気付きの質を高めるために、以下の３つの観点に着目し、これらを実践

する際の工夫について研究を行った。 
 

①気付きを見取り、価値付けるための手だての工夫 

②伝え合い交流する活動の工夫 

③指導計画における体験活動と振り返りの活動の位置付けの工夫 

（１）気付きを見取り、価値付けるための手だての工夫 

  児童の気付きを見取るために、活動や体験の中で児童とのやりとりを増やし、表情やつぶ

やきや動きを記録したり、絵や文字で表現したカードを読み取ったりすることが大切である。

見取りの視点としては、気付きの内容（人の知恵や工夫、動物の食べ物とすみかの関係など）、

方法の工夫（インタビューしている、細かく見ている、前と比べているなど）、心情（意欲的

に見付けている、友達のよさを認めているなど）などが考えられる。

  また、児童が自分の気付きを自覚し、広げたり深めたりできるように、そして、周りの児

童に気付きの素晴らしさを知らせることができるように、教師が価値付けや方向付ける働き

掛けを積極的に行うことも重要である。活動の場では、もう一度言わせることで、よい気付

きだということを価値付けた。伝え合いの場では、気付きを発表させることで、着眼点のよ

さをみんなに知らせるなどの働き掛けを工夫した。 

価値付けの例 方向付けの例 

○賞賛（よくできたね。） 

○受容（よい発見だね。） 

○共感（先生もそう思うよ。）  

○納得（なるほど。） 

○驚き（すごいね。） 

○意味付け（それを～と言うのだよ。） 

○示唆（～したらどうかな。）（～さんに聞いてみたら。）  

○疑問（どうしてそう思うの。） 

○揺さぶり（～でいいのかな。） 

○比較（～さんと同じかもしれないよ。） 
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（２）伝え合い交流する活動の工夫 

伝え合い交流する活動とは、自分自身で体験したり活動したりして、感じたことや気付い

たり分かったりしたこと、考えたこと、もっと知りたいと思ったことなどを相手と交流し、

伝え合うといった双方向性のある活動のことである。この活動では、対象を見たり触れたり

しながら互いに話し掛けるなど、言葉を中心にした伝え合う活動が行われるが、表情やしぐ

さ、態度といった言葉によらない部分も大切にされなければならない。伝え合い交流する活

動を工夫することによって、集団としての考えと個としての考えを結び付けることができる

のである。

伝え合い交流する活動の充実には、思考を整理し気付きを明確にする学習カードの工夫が

大切である。例えば、学習カードに一人一人の気付きを記入する欄と、伝え合い後の気付き

を記入する欄を作る。このように自分の考えの変容を記録し、思考を整理することで、自信

をもって伝え合うことにつながり、伝え合い後の新たな気付きも明確にすることができると

考える。

活動場面に応じた表現方法を選択できるように働き掛けをする必要もある。分かりやすく

伝えられるよう表現方法を選び、友達がうなずいて聞いてくれたり、質問をしてくれたりす

ることで、伝える喜びを味わうことができるからである。表現方法は、言葉によるもの、絵

や文字によるもの（カード、ペープサート、紙芝居、新聞、クイズなど）、物を見せるもの（実

物、写真、実演など）、身体表現を合わせたもの（劇化など）が考えられる。教師が助言しな

がら、表現方法を選択できるようにしていく。

気付きを伝え合い交流する場の設定も大切である。学習しながら一人では気付かなかった

気付きが生まれるよう、ペアやグループなどの学習形態を工夫し、話しやすい環境をつくる。

例えば、野菜の栽培活動において、同じ種類の野菜を育てているグループ同士、困ったこと

やうまくいったことを伝え合い交流する場を設定し活動する中で、互いにアドバイスする姿

が見られ、新たな気付きを生み出すことができた。全体で互いの気付きや思いを伝え合い交

流する場の設定も重要である。個人の振り返りの活動を行った後に、自分と友達の気付きの

共通点や相違点、さらに工夫できる点などについて伝え合い交流することで、一人ひとりの

気付きを全員で共有し、気付きの質を高めていくことができると考えた。

（３）指導計画における体験活動と振り返り活動の位置付けの工夫 

十分な体験活動により、気付きが生まれる。振り返りの活動の中で、見付ける、比べる、

例える等の多様な学習活動を行いながら、気付きを比較したり、分類したり、関連付けたり

して考えることを通して、気付きの質が高まっていく。そこで、本部会では、体験活動と振

り返りの活動を繰り返すように指導計画を作成した。

活動や体験を通して生まれた気付きを言葉などによって振り返り、表現することで気付き 

が明確になる。また、伝え合い交流する中で自分の気付きと友達の気付きを比較し、似てい

るところや違うところを見付け、気付きの質を高めることができる。そこで、振り返りの活

動を、「体験しながらの振り返り」「体験後のかくことによる振り返り」「伝え合い交流する振

り返り」「単元の終末での振り返り」の４種類に分類して捉え、体験活動と振り返りの活動を

繰り返し行うよう、指導計画の中に位置付けた。 
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（４）実践事例 

１ 単元名 「めざせ 生きものはかせ」 

２ 単元の目標 

 ○ 虫などの生き物を育て、それらの育つ場所、変化や成長の様子に関心をもつ。

○ 虫などの生き物は生命をもち、成長していることに気付く。

○ 生き物への親しみをもち、大切にすることができるようにする。 

◆内容（７） 
動物を飼ったり植物を育てたりして、それらの育つ場所、変化や成長の様子に関心をも

ち、また、それらは生命をもっていることや成長していることに気付き、生き物への親し

みをもち、大切にすることができるようにする。 
◆内容（８） 

  自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を行い、身近な人々と関わ
ることの楽しさが分かり、進んで交流することができるようにする。 

３ 評価規準 

 生活への関心・意欲・態度  活動や体験についての思考・表現  身近な環境や自分についての気付き 

 

虫などの生き物が育つ場

所、変化や成長の様子に関

心をもち、生き物に親しん

だり、大切にしたりするこ

とができる。 

虫などの生き物を育てる

ことについて、自分なりに

考えたり、工夫したり、振

り返ったりして、それを自

分なりの方法で表現してい

る。 

虫などの生き物は生命を

もっていることや成長して

いること、生き物に合った

世話の仕方があること及び

世話ができるようになった

自分に気付いている。 

 

 
虫などの身近な生き物に

関心をもって関わろうとし

ている。 

自分の見付けた生き物の

様子や見付けた場所につい

て話し合うことができる。  

身近にいろいろな生き物

がいることに気付いてい

る。 

 

採集した生き物に合った

すみかを作ろうとしてい

る。 

生き物のいた場所を観察

したり、友達と話し合った

りしながら工夫してすみか

を作っている。 

それぞれの生き物に合っ

たすみかやえさがあること

に気付いている。 

 

自分の育てている生き物

を大切に思い、進んで世話

をしようとしている。 

生き物の体のつくりや動

き、変化などを話し合って

いる。 

それぞれの生き物に合っ

た世話の大切さに気付いて

いる。 

 

生き物について分かった

ことをみんなに伝えようと

している。 

育ててきた生き物と自分

との関わりについて、考え

たり、工夫したり、振り返

ったりして、それを素直に

表現している。 

生き物は生命をもってい

ることや成長していること

に気付いている。

生き物への親しみが増

し、上手に世話ができるよ

うになった自分に気付いて

いる。 

実践事例１ 「めざせ 生きものはかせ」（第２学年） 
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４ 主題に迫るための主な手だて 

（１）気付きを見取り、価値付けるための手だての工夫 

  児童の気付きを見取るために、見取りの視点を「気付きの内容」「方法の工夫」「心情」の

３つに分け、活動中の児童の表情やつぶやき、学習カードの絵や文などの表現を読み取る際

の基準とした。 

また、児童の気付きを見取り価値付けるための手立てとして、教師の言葉がけを工夫した。 

価値付けの観点例 方向付けの観点例 

・賞賛（たくさん生き物を発見したね。） 

・受容（いい発見だね。）   

・驚き（すごくよく観察しているね。） 

・共感（先生も生き物が喜んでいると思うよ。） 

・示唆（世話の仕方を友達と相談したらどうかな。）  

・疑問（どうして新しい葉っぱを入れたの？） 

・揺さぶり（このすみかでいいのかな。） 

（２）伝え合い交流する活動の工夫 

ア 視点のもたせ方の工夫 

伝え合い交流する活動において、繰り返し自分の見付けた生き物を紹介する活動を取り

入れた。生き物の様子や見付けた場所を紹介して質問に答える活動を通して、自分の見付

けた生き物に関心をもち、友達の見付けた生き物と比べたり関連付けたりすることで、身

近にいろいろな生き物がいることに気付くことができるようにした。

イ 学習カードの工夫 

学習カードにおいて、一人ひとりの気付きを記入する欄と、伝え合い後の気付きを記入

する欄を作った。このように自分の考えの変容を記録し、思考を整理することで、自信を

もって伝え合うことにつながり、伝え合い後の新たな気付きも明確にすることができると

考えた。 

（３）指導計画における体験活動と振り返りの活動の位置付けの工夫 

  指導計画における体験活動と振り返りの活動の位置付けの工夫として、振り返りの活動を

「体験しながらの振り返り」「体験後のかくことによる振り返り」「伝え合い交流する振り返

り」「単元の終末での振り返り」と４つに分類して捉えた。

十分な体験活動を通して気付きが生まれ、振り返りの活動を通して気付きは明確になり、

気付きの質が高まっていく。本単元でも、次のように体験活動と振り返りの活動を繰り返す

ように指導計画を作成した。 

 

 

 

気付きの内容 方法の工夫 心情 

・身近にいろいろな生き物がいる

ことに気付いている。 

・生き物とすみかの関係に気付い

ている。 

・他の生き物と比べている。 

・細かく観察する。 

・本で調べる。 

・優しく生き物に触れている。 

・生き物に毎日挨拶をしている。  

体験活動 

生き物を探したり捕 

まえたりする活動  

体験後のかくことによる振り返り  

発見したことを学習

カードにかく活動  

伝え合い交流する振り返り  

自分の見付けた生

き物を紹介する活動  

体験しながらの振り返り  

友達と話し合いなが

らすみかを作る活動  
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５ 指導計画（１０時間） 

小単元 
（時数） 

主な学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価規準 

 
 

 

１ 裏庭に出て生き物を探す。

２ 生き物を観察し、生き物の

様子やいた場所をカードに書

く。 

３ 自分の見付けた生き物の様

子や見付けた場所について紹

介し合う。 

○ 地図を用意しておき、生き物を見付けた場所にシー

ルを貼り、生き物と生息場所の関係について視覚的に

整理できるようにしておく。

◆ 虫などの身近な生き物に関心をもって関わろうと

している。【関①】 

◆ 自分の見付けた生き物の様子や見付けた場所につ

いて伝え合い交流することができる。【関①】 

◆ 身近にいろいろな生き物がいることに気付いてい

る。【気①】 

 
  

４ 自分の飼いたい生き物につ

いて、生き物のいた場所を観

察したり、似ている生き物同

士のグループで話し合ったり

してすみかを作る。 

５ 生き物のことを考えてすみ

かが作れたか話し合い、すみ

かを改良する。 

○ すみか作りに使えるように、必要な材料やえさを用

意しておく。

○ 生き物について調べることができるよう、図鑑や本

を用意しておく。

◆ 採集した生き物に合ったすみかを作ろうとしてい

る。【関②】 

◆ 生き物のいた場所を観察したり、友達と話し合った

りしながら工夫してすみかを作っている。【思②】 

◆ それぞれの生き物に合ったすみかやえさがあるこ

とに気付いている。【気②】 

 
 

 

６ 世話をして困ったことや、

分かったことを伝え合う。 

７・８ 前時を踏まえて出てき

た、さらに困ったことや、分

かったことを伝え合いながら

世話をする。 

 

○ 似ている生き物同士のグループをつくり、困ったこ

とや分かったことを伝え合う。

○ 困ったことは「教えてカード」に書き、うまくいっ

たことや、教えたいことは「お知らせカード」に書く

ようにさせる。

◆ 生き物の動きや変化などを話し合っている。【思③】  

◆ 自分の育てている生き物を大切に思い、進んで世話

をしようとしている。【関③】 

◆ それぞれの生き物に合った世話の大切さに気付い

ている。【気③】 

 
  

９ これまでのカードを利用し

て、生き物図鑑を作る。 

１０ 活動を振り返り、分かっ

たことやできるようになった

ことを発表する。 

 

○ 自分が世話をした生き物について、詳しく分かる図

鑑になるよう言葉掛けをする。

◆ 生き物について分かったことをみんなに伝えよう

としている。【関④】 

◆ 育ててきた生き物と自分との関わりについて、考え

たり、工夫したり、振り返ったりして、それを素直に

表現している。【思④】 

◆ 生き物は生命をもっていることや成長しているこ

とに気付いている。【気④】 

◆ 生き物への親しみが増し、上手に世話ができるよう

になった自分に気付いている。【気⑤】 



   

６ 本時の指導（３/１０） 

（１） 本時の目標 

  自分の見付けた生き物の様子や見付けた場所について伝え合い交流する活動を通して、身

近にいろいろな生き物がいることに気付く。

（２）本時の展開 

学習活動 指導上の留意点 ○教師の働きかけ◆評価（評価方法）  

１ 本時のめあてを知る。

２ 生活班で、自分の見付けた生き物を

紹介し合う。

  

  

３ どんな紹介をしたか、発表する。

４ 一対一で自分の見付けた生き物を

紹介する。 

 

５ 紹介をして思ったことや、友達の紹

介を聞いて思ったことをクラス全

体で振り返る。 

６ 今日の活動で思ったことや気付い

たことを振り返り、カードにかく。  

 

○ 紹介の仕方が分かるように、モデルを示す。

◆ 自分の見付けた生き物の様子や見付けた場所に

ついて自分から話したり、友達の発表を聞いて質

問したりしている。

【思①】（行動観察・発言） 

○ 動作化している児童や、生き物を見せながら話

している児童を紹介する。 

○ 二人組をつくり、互いに紹介し合う。異なるペ

アで紹介し合う活動を繰り返す。

○ 自由に交流できるように、机を寄せておく。

○ 今後の活動への見通しをもたせるために、見付

けた生き物をどうするのか考えさせる。 

○ 初めて知ったことや、意外に思ったことなど、

視点をもって振り返れるようにする。

◆ 身近にいるいろいろな生き物について、気付い

たこと、発見したこと、知りたいと思ったこと、

友達から学んだことを学習カードに書いている。  

【気①】（行動観察・発言・学習カード） 

じぶんの見つけた生きものをしょうかいしよう。 

・ 名前  

・ 生き物の様子  

・ 得意なこと    など 

・今度はバッタを見付けてみたい。  

・もう少しこのダンゴ虫と一緒に

いたい。 

わたしの見付けたバッタは、ジ

ャンプするのが上手だよ。 このバッタはいつも高いところにいるんだ。すご

い発見だね。友達のバッタはどうだろう？ 
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７ 検証授業を振り返って 

（１）気付きを見取り、価値付けるための手立ての工夫について 

  活動している最中に気付きを価値付ける言葉掛けをすることで、自分の活動を振り返り、

自分の気付きに自信をもって友達に伝えることができるようになった。

（２）伝え合い交流する活動の工夫について 

○ 自分の見付けた生き物を紹介する活動を繰り返すことで、はじめは「この虫はね…。」と

紹介していたのが、「○○ちゃんはね。」と名前を付けて紹介するなど、愛着をもって生き

物と接する姿が見られた。 

 ○ 学習カードに活動後に思ったことや分かったことを振り返れるようにしたことで、「自分

のバッタだけでなく、友達のバッタの触覚も長いことが分かりました。」「ほかの生き物も

見付けてみたいと思った。」「同じ生き物をみんなで飼ってみたいと思った。」と、書くこと

で気付きを明確にすることができた。 

（３）指導計画における体験活動と振り返りの活動の位置付けの工夫について 

  生き物と直接関わる体験活動と、振り返りの活動を繰り返すように指導計画を立てること

によって、生き物と触れ合うことで生まれた一つ一つの気付きが振り返りの活動によって関

連付けられた気付きへと高まった。また、振り返りの活動によって生まれた思いや願いを、

生き物と直接関わる活動につなげることができた。 
 

体験活動 振り返り 気付きの質の高まり 

生き物を 

見付ける 

体験後のかく

ことによる振  

 り返り 

○ 生き物への関心 

「いろいろな生き物がいるね。」 

「こんどはバッタを探してみたい。」 

生き物と 

触れ合う 
伝え合い交流

する振り返り  

○ 生き物への関心から愛着へ 

「私の見付けたバッタは上の方に行くのが好

きみたい。」 

「このダンゴムシはダンちゃんっていうの。」  

すみかを 

作る 

体験しながら  

の振り返り 

○ 生き物のすみかと食べ物の関係 

「草の中にいたから、草を食べるんじゃない？？」」

「ダンゴムシは石の下にいるから、石を入れて

みよう。」 

分かったことや 

困ったことを 

交流する 

伝え合い交流

する振り返り  

○生き物の生態への関心と愛着の深まり 

「バッタが元気でいるように、新鮮な草を入れ

る。」 

「ダンゴムシは、じめじめしたところが好きみ

たい。」 

 



   

１ 単元名「かぞくにこにこ大さくせん」 

２ 単元の目標 

  家庭生活を支えている家族の大切さや役割に関心をもち、家庭で自分ができることについ

て考え、家族の一員として自分の役割を果たそうとすることができる。 

３ 単元の評価規準 

 生活への関心・意欲・態度  活動や体験についての思考・表現  身近な環境や自分についての気付き  

  

家庭での自分の生活に目

を向け、家族と一緒に遊んだ

り仕事をしたりして、その楽

しさを実感する。 

家庭での生活がより楽し

くなるように考え、家庭で

の仕事を分担したり、家族

が喜ぶことを工夫したりし

て、生活することができる。  

家族の支えがあって楽し

い団らんがあることに気付

くとともに、楽しく生活す

るために自分ができること

に気付くことができる。 

 

 

① 家族との触れ合いで、楽

しかったことに目を向け

ようとしている。

② 家族の素敵なところを

見付けようとしている。 

① 家族の素敵なところを

見付け、表現している。 

 

① 家族にたくさんのこと

をしてもらっていること

（家族の思いやり・愛情）

に気付いている。 

 

③ 家族の一員として、家族

がにこにこすることに目

を向けようとしている。 

② どうすれば家族のにこ

にこが増えるかを考え、

計画を立てている。 

 

② 家族一緒に仲良く過ご

したり、手伝いをしたり

することで、家族のにこ

にこを増やすことができ

ることに気付いている。 

 

④ 家族のよさや家庭の温

かさを感じ取り、感謝の気

持ちをもとうとしている。  

③ 友達に分かりやすく伝

えるために自分なりの工

夫をして表現している。

④ 家族にこにこ大作戦で

行ったことを、友達に分

かりやすく伝えている。 

③ 家族で過ごす楽しさや

手伝いをする喜びに気付

いている。

④ 家族の一員として、自

分でできることを進んで

行う大切さに気付いてい

る。 

  
◆内容（２） 

家庭生活を支えている家族のことや自分でできることなどについて考え、自分の役割を  
 積極的に果たすとともに、規則正しく健康に気を付けて生活することができるようにす

る。
◆内容（９） 

自分自身の成長を振り返り、多くの人々の支えにより自分が大きくなったこと、自分で  
 できるようになったこと、役割が増えたことなどが分かり、これまでの生活や成長を支え

てくれた人々に感謝の気持ちをもつとともに、これからの成長への願いをもって、意欲的
に生活することができるようにする。 

実践事例２ 「かぞくにこにこ大さくせん」（第１学年） 

本単元の実施に当たっては、児童の家庭環境に配慮すると

ともに、事前に保護者に主旨を説明し、協力を依頼しておく

ここととがが大大切切ででああるる。。  
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４ 主題に迫るための主な手だて 

（１）気付きを見取り、価値付けるための手だての工夫 

  見取りの視点を「気付きの内容」（自分は家族のためにできることがあるなど）、「方法の工

夫」（友達との共通点や相違点を比べているなど）、「心情」（自分のよさや頑張りを認めてい

る）の３つに分け、活動中の児童の表情やつぶやき、学習カードの絵や文などの表現を読み

取る際の基準とした。 

また、気付きを見取り、価値付けるための手だてとして、教師の言葉がけを工夫した。 

価値付けの例 方向付けの例 

・賞賛（にこにこ大作戦をよく頑張りましたね。）  

・受容（よいことに気付きましたね。） 

・示唆（友達の作戦と比べてみたらどうかな。）  

・疑問（どうして○○さんを優しいと思うの。）  

（２）伝え合い交流する活動の工夫 

 ア グループで気付きを交流する場の設定 

「かぞくにこにこ大さくせん」において自分が行ったことを紹介し、質問や感想を伝え

合う活動を通して、自分の活動と家族の喜びを関連付けることができると考えた。さらに、

家族との手紙による交流の場を設定した。家族で過ごす楽しさや手伝いをする喜びなどの

気付きが生まれると考えた。 

 イ 表現方法の工夫 

絵・クイズ・実演等、児童が自分なりの表現方法を工夫できる場を設定した。表現する

楽しさを味わうことによって気付きが明確になると考えた。 

 ウ 学習カードの工夫 

学習カードに、家族の言葉や自分が思ったこと、伝え合い後に感じたこと等を記入する

欄を設けた。文章で書くことにより、自分の思考を整理することで、新たな気付きも明確

にすることができると考えた。 

（３）指導計画における体験活動と振り返り活動の位置付けの工夫 

十分な体験活動を通して気付きが生まれ、振り返りの活動を通して気付きは明確になり、

気付きの質が高まると考え、体験活動と振り返りの活動を繰り返すように指導計画を作成し

た。振り返りの活動を、「体験しながらの振り返り」「体験後のかくことによる振り返り」「伝

え合い交流する振り返り」「単元の終末での振り返り」の４種類に分類して捉え、体験活動と

振り返りの活動を繰り返し行うよう、指導計画の中に位置付けた。 

 

 

気付きの内容の例 方法の工夫の例 心情の例 

・自分にとって家族は大切であ

ることに気付いている。

・自分は家族のためにできこと

があることに気付いている。  

・家族の言葉や表情・様子を細

かく見ている。

・友達の作戦との共通点や相違

点を比べている。 

・自分のよさや頑張りを認めて

いる。

・友達のよさや頑張りを認めて

いる。 

体験活動 

家族にこにこ大作戦 

の活動ＰＡＲＴ１ 

伝え合い交流する振り返り  

家族で過ごす楽しさや手伝いを

する喜びを紹介する振り返り 

体験活動 

家族にこにこ大作戦

の活動ＰＡＲＴ２ 

伝え合い交流する振り返り  

家族で過ごす楽しさや手伝いを

する喜びを紹介する振り返り 



   

５ 指導計画（１１時間） 

小単元  
（時数）  

主な学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価規準 

 
 

１ 家族と過ごして楽しかったことを

思い出す。

２ 家族の素敵なところを見付ける。

３ 家族の一人を紹介する。

４ 家族が自分たちのためにしている

ことを見付ける。 

◆ 家族との触れ合いで、楽しかったことに

目を向けようとしている。【関①】 

○ 児童が家族を素敵と思うように、共感で

きそうな事例を紹介する。

◆ 家族の素敵なところを見付けようとして

いる。【関②】 

◆ 家族の素敵なところを見付け、表現する

ことができる。【思①】 

○ 家の仕事だけでなく内面的なことも考え

るよう促す。

◆ 家族にたくさんのことをしてもらってい

ること（家族の思いやり・愛情）に気付い

ている。【気①】 

 
 

 

５ 家族がにこにこ（喜ぶ、楽しそうに

する）するのはどんなときか考える。  

６ 家族がにこにこするために、家族と

一緒にやってみたいことを考える。 

 

家族にこにこ大作戦１を行う。 

７ 家族にこにこ大作戦１を振り返り、

家族にこにこ大作戦２でやってみた

いことを考える。 

 

家族にこにこ大作戦２を行う。 

◆ 家族の一員として、家族がにこにこする

ことに目を向けようとしている。【関③】 

○ 学習カードを毎日提出させ、進行状況を

把握し、にこにこ大作戦を続けていく意欲

を高める。

◆ どうすれば家族のにこにこが増えるかを

考え、計画を立てている。【思②】 

◆ 家族一緒に仲良く過ごしたり、手伝いを

したりすることで、家族のにこにこを増や

すことができることに気付いている。

【気②】 

 
 

 

８・９ 家族と一緒にして楽しかったこ

となどを、発表する準備をする。

１０ 家族と一緒にして楽しかったこ

とを発表する。 

１１ 家族にこにこ大作戦を振り返り、

家の人に手紙を書く。 

◆ 友達に分かりやすく伝えるための表現方

法を考えることができる。【思③】 

◆ 家族にこにこ大作戦で行ったことを、自

分の選んだ表現方法で、友達に分かりやす

く伝えることができる。【思④】 

◆ 家族で過ごす楽しさや手伝いをする喜び

に気付いている。【気③】 

◆ 家族のよさや家庭の温かさを感じ取り、

感謝の気持ちをもとうとしている。【関④】  

◆ 家族の一員として、自分でできることを

進んで行う大切さに気付いている。【気④】  
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６ 本時の指導（１０／１１） 

（１）本時の目標 

   ○家族にこにこ大作戦で行ったことを、友達に分かりやすく伝える。

   ○家族で過ごす楽しさや手伝いをする喜びに気付く。

（２）本時の展開 

学 習 活 動 指導上の留意点 ○教師の働きかけ◆評価 

１ 本時の流れとめあてを知る。

 

・したこと（誰と何を） 

・家族の言葉や気持ち 

・分かったこと、工夫したこと、頑張っ

たこと 

２ グループごとに家族にこにこ大作戦

で行ったことを紹介し合う。 

３ 紹介後に、思ったことを全体で振り返

る。

・友達のすごいと思ったこと 

・自分もやりたいと思った作戦と理由 

・家族はいいなと思ったこと など 

４ 家族からの手紙を読み、ペアで感想を

発表する。 

 

○本時の見通しがもてるようにする。

○ 紹介後に気付いてほしい視点を示しておく。  

◆ 家族にこにこ大作戦で行ったことを、友達に

分かりやすく伝えている。【思④】 

○ 取り組んだ頑張りを認めたり、よい気付きを

価値付けたりする等の働きかけをする。 

○ 保護者に事前に依頼して集めておいた手紙

を配る。

○ 家族の思いに対する自分の気持ちを引き出

すようにする。

◆ 家族で過ごす楽しさや手伝いをする喜び、家

族への思いについて、ワークシートに記述して

いる。【気③】 

 

家族にこにこ大作戦でしたことを  
紹介しよう。 
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７ 実践を振り返って 

（１）気付きを見取り、価値付けるための手立ての工夫について 

  活動中の児童の表情やつぶやき、学習カードの絵や文から児童の気付きを見取り価値付け

ることで、自分の気付きに自信をもって友達に伝えることができた。 

（２）伝え合い交流する活動の工夫について 

○ 「家族にこにこ大作戦」後に、ペア・グループ・全体で気付 

きを交流する場を設定することにより、自分が行ったことを紹 

介し質問に答えたりや感想を伝え合ったりすることで、自分の 

活動と家族の喜びを関連 

付けることができた。

  
○ 家族との手紙の交流により、家族で過ごす楽しさや手伝いを 

する喜びなどの気付きが生まれた。

 

 

○ 絵・クイズ・実演など自分なりの表現方法を工夫し、表現す 

る楽しさを味わうことにより、気付きが明確になった。

○ 学習カードに、体験活動後に自分が思ったことや伝え合い後 

に感じたことを記入する欄を設けることにより、児童が自分の 

思考を整理することができた。自信をもって伝え合うこと 

につながったことで、新たな気付きも明確にすることがで 

きた。
 

（３）指導計画における体験活動と振り返り活動の位置付けの工夫について 

家族がにこにこするためにやってみたいことを体験する活動と、振り返りの活動を繰り返

すように指導計画を立てた。体験活動で生まれた一つ一つの気付きが、振り返りの活動によ

って関連付けられた気付きへと高まった。また、振り返りの活動によって生まれた思いや願

いを、次の体験活動につなげることができた。 

体験活動で生まれた気付き 振り返りの活動によって関連付けられた気付き 

対象への気付き 自分自身への気付き 友達のよさへの気付き 

○家族と遊んで楽しかった。  

○洗濯物たたみを頑張った。  

○掃除をしてすっきりした。  

○家族が喜ぶと自分もうれしい。。

○自分にとって家族は大切だ。。

○家族一緒に何かすると楽し

い。

○家族のためにこれからも手

伝いをしたい。 

○◆◆さんは弟や妹の世話を

して優しい。

○■■さんは、お風呂掃除が

できてすごい。

○★★さんの言葉は立派だ。  

家族のにこにこのために、  
これからも頑張ろうとい
う○○さんは、すごい。 

「よいことに気付きましたね。」と言われ、大作戦に対するやる気がもっと出た。  

いつもありがとう。大作戦をやってから家の中がにこにこ輝い

ている気がするね。またお手伝いするね。私は家族が大好き。  

自分が頑張れば頑張るほど、家族

がにこにこすることが分かった。  



 

Ⅶ 研究の成果と課題 

１ 研究の成果 

（１）基礎研究 

 ア 「気付き」とは、「それまで気に留めていなかったところに注意が向いて、新たな発見を

したり、思いや願いをもったりすること」と捉えた。気付きは、次の自発的な活動を誘発

し、児童の意欲的な姿を実現する上で大きな要因になると捉えることができた。 

  イ 「気付きの質の段階」とは、最初の活動後の気付きと、２回目の活動後の気付きの違い

であると捉えた。気付きの質は活動を振り返ったり、繰り返したりする中で高まっていく

と捉えることができた。 

 ウ 「気付きの質を高める」とは、「気付きを自覚することで明確化し、その気付きを基に、

新たな気付きへと高める」ことと捉えた。気付きの質を高めるためには、気付きを明確化

することが必要であり、そのために、気付きを絵や言葉などで表現し、伝え合うことで自

覚することが重要であると考えることができた。 

（２）調査研究 

アンケート調査の結果から、半数以上の教師が対象と直接関わる活動によって気付きの質

が高まると感じていることが分かった。しかし、ただ対象と直接関わるだけの活動にならな

いよう、気付きを生み出し、価値付けるような活動が必要であるという結果も得ることがで

きた。

（３）授業研究 

 ア 活動中の児童の表情やつぶやき、学習カードの絵や文から児童の気付きを見取り価値付

けることで、自分の気付きに自信をもって友達に伝えることができた。

イ 体験活動後に思ったことと伝え合い後に分かったことを振り返ることのできる学習カー

ドにしたことで、伝え合い後の新たな気付きも明確化することができた。 

   個々の体験活動を共有する場を設定することにより、気付きを自覚し、次の活動への意

欲が高まった。 

 ウ 体験活動と振り返りの活動を繰り返すことで、気付きの質を高めることができた。体験 

活動と振り返りの活動を繰り返すことで、「自分にとって家族は大切だ。」「ダンゴムシは石 

の下にいるから、飼育箱に石を入れよう。」のように、気付きの質を高めることができた。 

２ 今後の課題 

体験活動と振り返りの活動を繰り返すことで気付きの質は高まっていく。気付きの質が段

階を追って高まるとともに、教師の価値付けの技能も高まるようにしていくことが必要であ

る。気付きの質の段階を見取るために、各単元での具体的な児童の姿をイメージできるよう

検討していく。

児童一人一人が没頭し、熱中できるような直接体験と、繰り返し試行錯誤する活動によっ

て、さらに気付きは高まる。豊かな体験活動と繰り返し試行錯誤する活動を十分に保証でき

るような指導計画の在り方を探る必要がある。

今後は、この研究の成果を自身のこれからの授業づくりに生かすとともに、自校における

生活科のさらなる充実のために、自身に何ができるかを考え、取り組んでいく。 
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Ⅰ 研究主題設定の理由 

グローバル化や情報化の進展等により、世界全体が急速に変化する中で、様々な課題が山

積している。しかし、それらの解決に向けた一律の答えは存在しない。このような社会状況

の中では、一人一人が当事者意識をもって行動していくだけではなく、課題の解決に向けて、

様々な価値観や考えをもった他者と話し合い、力を合わせて困難な時代を乗り越えていく力

が求められる。

 学習指導要領の総合的な学習の時間においては、他者と協同して課題を追究する学習活動

を重視するように示されている。そのため、現在各学校で行われている授業では、調べてき

たことを発表し合って情報交換したり、グループ等で協力して活動したりする場面が多く設

定されている。しかし、そのような授業の中で、児童自らが考え、意欲的に学習を進める姿

は必ずしも多く見られていない。つまり、他者と協同して課題を追究する場面は多く設定さ

れているものの、その成果が十分発揮されていないと考えられる。

そこで、本研究では、研究主題を「他者と協同して課題を追究する学習活動の工夫」と設

定した。また、他者と協同して課題を追究する学習活動の中でも、特に、異なる視点から考

える場面に着目した。児童が異なる視点から考えられるように、教師は事前準備及び授業に

おける児童への働きかけを工夫したり、話し合う場面の環境構成や話し合う方法を充実させ

たりすることが有効であると考え、その具体的な指導方法を検証し、提案することとした。

他者と協同して課題を追究する学習活動において、児童は、異なる視点から考えることを

通して、児童一人では気付かなかったことに出会い、驚いたり、刺激を受けたりする。「もっ

と調べて確かめたい。」「次の課題が見つかった。」等、課題を追究しようとする意欲を高めた

り、課題を新たに更新したりして探究的な学習にのめり込んでいくのではないかと考えた。 

Ⅱ 研究のねらい 

   探究的な学習の質を高めるためには、他者と協同して課題を追究する学習活動を工夫する

ことが重要である。中でも本部会では、異なる視点から考える場面に着目し、その具体的な

手だてを探り、提案する。

    
Ⅲ 研究の仮説 

   他者と協同して課題を追究する学習活動において、児童が異なる視点から考えられるよう

に、意図した学習を効果的に生み出すための働きかけを工夫したり、異なる視点から考えて

話し合う場面を充実させたりすることで、児童の探究的な学習の質を高められるであろう。 

  

＜ 総合的な学習の時間・研究主題 ＞ 
 

他者と協同して課題を追究する学習活動の工夫 

～異なる視点から考える場面を通して～ 



 
 

Ⅳ 研究構想図 

 

基礎研究 調査研究 

児童の実態 目指す児童像  調査研究から見える課題   

研研究究主主題題  

他者と協同して課題を追究する学習活動の工夫 
～異なる視点から考える場面を通して～ 

研研究究ののねねららいい  

研研究究のの仮仮説説  

授業研究 

  
○協同的な学習活動に関する基礎的研究 

１ 他者と協同する 
２ 課題を追究する 
３ 異なる視点から考え協同的に学ぶ 

  
○協同的な学習の指導についての実態調

査（教員対象） 
○協同的な学習における意識調査（児童対

象） 

          
○異なる視点から考える場面に着目した、他者と協同して課題を追究する学習活動の工夫 

１ 意図した学習を効果的に生み出す働きかけの工夫 
２ 異なる視点から考えて話し合う場面の充実 

○探究的に学習を進めて

いくことが難しい。

○自ら他者と関わり、協同

的に学習活動に取り組

むことが難しい。

○考えを深めたり、自分の  

思いを論理的に表現し

たりする力に課題があ

る。 

○各校の総合的な学習の

時間において、他者と協

同して課題を追究する

場面は多く設定されて

いるが、児童が自ら考

え、意欲的に学習を進め

る姿は必ずしも多く見

られていない。 

 他者と協同して課題を追究する学習活動において、異なる視点から考える場面に着目し、

「意図した学習を効果的に生み出す働きかけの工夫」と「異なる視点から考えて話し合う

場面の充実」を行うことで、児童の探究的な学習の質を高められるであろう。 

 探究的な学習の質を高めるためには、他者と協同して課題を追究する学習活動を工夫す

ることが重要である。中でも本部会では、異なる視点から考える場面に着目し、その具体

的な手だてを探り、提案する。 

○自ら課題を追究する児童  
○自ら他者と関わり、協力  

して学習活動に取り組む

児童 
○異なる意見や他者の考え

を受け入れ、自分の考え

を深める児童 
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Ⅴ 研究の方法 

Ⅵ 研究の内容 

１ 基礎研究 

  本部会では、次の３つの視点に着目して研究を行った。

（１）「他者と協同する」の捉え方 

「他者と協同する」とは、学級・学年の児童同士の意見交換や互いに教え合い学び合う活

動、異なる学年の児童や地域の方、専門家等の協力を得ながら取り組む活動や交流活動など

を通して課題を解決しようとすることであると捉えた。

学習指導要領解説では「協同的な学習活動」において大切なこととして以下の２点を挙げ

ている。 

「他者と協同する」の「他者」とは、①においては、主に学級・学年の児童、②において

は、異なる学年の児童、地域の方や専門家等であると考えた。

「協同する」活動としては、問題の解決に向けて協力して多様な情報を収集・整理・分析

し、活用すること、他の考えを受け入れて異なる視点から考え、検討すること、異なる学年

の児童や地域の方や専門家等と力を合わせたり交流したりすること等が挙げられる。

  これらの活動を指導計画上に意図的・計画的に位置付けることが重要であると考える。

（２）「課題を追究する」の捉え方 

「課題を追究する」とは、探究活動（課題の設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表

現）の過程を大切にし、課題を更新しながら問題の解決に取り組むことであると捉えた。

学習指導要領解説編では、「基礎的・基本的な知識・技能の定着やこれらを活用する学習活

動、教科で行うことを前提に、総合的な学習の時間においては、体験的な学習に配慮しつつ

探究的な学習となるよう充実を図ることが求められている。」とある。ここでいう探究的な学

習とは、問題解決的な活動が発展的に繰り返されているような学習活動を意味しており、総

１ 基礎研究 ２ 調査研究 ３ 授業研究 
○研究主題に関する基礎研究  
１「他者と協同する」の 

捉え方 
２「課題を追究する」の 

捉え方 
３「異なる視点から考え、 

協同的に学ぶ」の捉え方  

○協同的な学習の指導につい

ての意識調査（教員対象）  
○協同的な学習に関する意識

調査（児童対象） 

○異なる視点から考える場面

に着目した、他者と協同し

て課題を追究する学習活動

の工夫 
１意図した学習を効果的に

生み出す働き掛けの工夫 
２異なる視点から考えて話

し合う場面の工夫 

① お互いに考えや意見を出し合い、見通しや計画を確かめ合い、他の考えを受け入れ

ながら、問題の解決や探究活動を協同して行う学習経験を積み重ねること 
② 身近な人々や社会、自然の問題について、児童だけでは解決できない課題を見出し

た時、他者と協同して解決しようとする活動に発展させていくこと 
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合的な学習の時間は、体験活動だけで終わることや知識・技能を一方的に教え込むだけの学

習活動ではないことが明確に示されている。以上のことから、単元全体や一単位時間の授業

を考えるに当たって、課題の設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現といった、探究

的な学習の過程を常に意識し、課題の更新を繰り返しながら、探究のスパイラルが広がって

いくような学習を進めていくことが重要であると考える。

（３）「異なる視点から考え協同的に学ぶ」の捉え方 

  「異なる視点から考え協同的に学ぶ」とは、異なる視点を出し合い、検討していく活動が

展開されていくことを通して、事象に対する児童の考えが深まり、探究的な学習の質を高め

ていくことであると捉えた。

課題を追究する過程において、物事の決断や判断を迫られるような話し合いや意見交換を

行うことは、収集した情報を比較したり、分類したり、関連付けたりして考えることにつな

がる。また、そのような場面において、異なる視点からの意見交換が行われることで、互い

の考えを深めることができる。

例えば、地域のよさについて考える活動を行う際に、多様な年齢層や職業等の異なる立場

の方々の意見を聞き取ったり、調べたりした上で話し合いを行うと、これまでの児童の考え

にはない異なる視点からの意見が出され、互いの考えを深めることにつながっていく。

このように、異なる視点から考える場面を意図的に単元に取り入れることは、探究的な学

習の質を高めていく上で効果的であると考える。 
 

２ 調査研究 

（１）調査のねらい 

  本研究では、教員対象と児童対象の二つの調査を行った。

教員を対象とした調査では、教員が指導において抱える悩みの実態について把握すること

を通して、研究の視点をつかむことをねらいとした。また、児童を対象とした意識調査では、

教師の指導と児童の姿との関係性を考察することを通して、本研究の有効性を探り、より具

体的で実践的な手だてを探ることを目的とした。

本調査の実施に当たっては、総合的な学習の時間の特質を踏まえ、より多くのデータを集

計することよりも、質的に分析することを重視している。

（２）調査項目と内容 

①協同的な学習指導についての実態調査（教員対象） 
   教師が総合的な学習の時間を展開する上で、地域の方や専門家、児童間での協同的な活

動の場（話し合い、取組等）をどのように設定しているか、児童の意欲についてどのよう

な認識をもっているか、指導上困難と感じていることは何か、また、その理由について調

査し、分析した。

②協同的な学習における意識調査（児童対象） 
   児童が探究活動に主体的に取り組んでいるかを見取るため、児童自身に主体的に活動し

ている認識がどの程度あるのか、また、友達や他者と協同的に活動することの良さや価値

をどの程度感じているのかについて、検証授業の実施前に児童の意識調査を行い、実態を



 
 

把握する。変容については、授業中の教師による見取り、授業後の振り返り、児童からの

聞き取り等を行うことを通して、検証授業で実証、分析していくこととした。 
（３）調査概要 

 ① 協同的な学習の指導についての

実態調査（教員対象） 
② 協同的な学習における意識調査 

（児童対象） 

調査期間 平成２５年１０月から１１月 平成２５年９月から１２月 

調査対象 都内小学校７校の教員 
（本部会部員所属校） 

都内小学校３校の児童 
（本部会部員所属校） 

調査方法 質問紙による選択肢法及び自由記述  質問紙による選択肢法、自由記述及び聞

き取り 

サンプル数  ６０名 １１６名（第３学年３３名、第４学年 
４５名、第６学年３８名） 

（４）調査結果と考察 

 ①協同的な学習の指導についての実態調査（教員対象） 

 質問１ 総合的な学習の時間を展開していく上で、困っていることや難しいと感じているこ

とがあるか。 

 
グラフ１ 総合的な学習の時間の指導において難しいと感じることの有無 

質問２ 総合的な学習の時間を展開する上で、難しいと感じている内容は何か。（複数回答可） 

 
グラフ２ 総合的な学習の指導において難しいと感じている内容 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ３９％ どちらかと言えばある ５０％ 

どちらかと言えばない ９％ ない ２％ 

0 5 10 15 20 25 30 35

単元計画の作成  

児童の意欲や課題意識の  
引き出し方・もたせ方  

授業１単位時間の  
探究活動の展開  

専門家や地域の方との連携  

ものの見方や考え方の育成  
友達や地域、専門家と  

協同的に活動する場の設定  

教科との関連  

話し合い場面の設定  

（人） 
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質問３ 総合的な学習の時間の指導について、難しいと感じている理由（自由記述） 

○ 児童主体の探究活動にしていくことができない。活動がぶつ切れになってしまい、１つの課

題で長時間取り組み、深めていくことができない。

○ 児童主体の学習活動を考え、取り組んでみるが、結果的に教師主導になってしまう。

○ 探究活動にするには、前もって情報収集力などを身に付けさせておく必要があり、その力を

なかなか身に付けさせられないと感じている。

○ 児童が意欲をもって取り組むことができるように声掛けしたり、考え方を意図的に育ててい

ったりすることに難しさを感じている。

○ 子供の具体的な学びの姿が思い浮かばない。

○ 一つの課題を深く考えるように促すにはどうしたらよいのか悩む。

○ 教科指導で染みついた、すぐ教える癖が出てしまい、子供が力を発揮する場面を取り上げて

しまう。

○ 子供たちから出された問題意識で課題設定することがうまくできない。

○ 校内研究等で内容と方法が確立している学校もあるが、活動ばかりが先行し、児童の力とし

て備わっていないようなことも耳にする。よりよい総合的な学習の時間の授業を広く知らせた

り、各研究会での取組を実践したりしていくことが必要である。 

表１ 総合的な学習の時間の指導について難しいと感じている理由 

 
質問４ 総合的な学習の時間の指導において、話し合いの場を設定していますか。 

 
グラフ３ 総合的な学習の時間における話し合いの場の設定 

 
グラフ１の結果から、８９％の教員が総合的な学習の時間を展開することに難しさを感じ

ていることが分かる。その具体的な内容として、総合的な学習の時間の単元計画の作成、児

童の意欲や課題意識の引き出し方・もたせ方、探究活動（課題設定・情報収集・整理分析・

まとめ、表現）の授業１時間の展開の順で挙げられている（グラフ２）。

本部会で注目した協同的な学びに関する項目（話し合い場面の設定、友達や地域の方、専

門家等と協同的に活動する場の設定）については、難しさを感じている教員は意外にも少な

いことが分かる。

また、グラフ３の結果から、９１％の教員が話し合いの場を意識的に取り入れていること

が分かるが、果たして児童の確かな学びや態度、培うべき思考力、判断力、表現力が育まれ、

身に付いたかと問われると、思いのほか実感している教員が少ないことが表１の内容から伺

える。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

している ５８％ 大抵している ３３％ 

しないことが多い ９％ 

全く又はほとんどしない ０％ 



 
 

 ②協同的な学習に関する意識調査（児童対象） 

質問１ 友達や地域の方と一緒に活動することは楽しいですか。

 
グラフ４ 協同的な学習の楽しさ 

質問２ 友達や地域の方と協力することによって、よいアイディアが生まれたり、よりよ

く問題が解決されたりしていると思いますか。 

 
グラフ５ 協同的に学ぶことのよさや価値の実感 

 

グラフ４の結果からは、他者と協同的に学ぶことに対し、肯定的に捉えている児童は、「友

達や地域の方と一緒に活動することは楽しい」、「少し楽しい」と回答した児童を合わせて、

９４％に上ることが分かる。さらに、グラフ５からは、協同的に学ぶことのよさや価値を感

じている児童が大きな割合を占めていることが分かる。「友達や地域の方と協力することによ

って、よいアイディアが生まれたり、よりよく問題が解決されたりしていると思う」「どちら

かと言えば思う」と回答した児童は、９１％にも上る。

これらを、教員対象の調査結果と併せて鑑みると、教員が設定した話し合いの場、友達や

地域の方、専門家等と協同的に活動する場が、児童の意欲や主体的な探究に必ずしもつなが

っていないという現状が浮かび上がってくる。教員が感じている指導上の難しさを解決して

いくためには、児童が実感している協同的な学びのよさや価値を生かしつつ、かつ探究的な

学習に結び付ける工夫が必要である。

教員が困難と感じる「単元計画の作成」と「１単位時間の探究活動の展開」における協同

的な学びの在り方を探ることは、児童の意欲を引き出し、総合的な学習の時間の基盤となる

探究的な学習をより充実した学びへと高める上で大きな意義があると言える。 
 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

楽しい ６３％ 少し楽しい ３１％ 

あまり楽しくない ５％ 楽しくない １％ 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

思う ３８％ どちらかと言えば思う ５３％ 

どちらかと言えば思わない ５％ 思わない ４％ 
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３ 授業研究 

本部会では他者と協同して課題を追究する学習活動の中でも、異なる視点から考える場面に

おける「意図した学習を効果的に生み出す働きかけの工夫」と「異なる視点から考えて話し合

う場面の充実」に着目し、これらを実践する際の指導の工夫について研究を行った。

（１）意図した学習を効果的に生み出す働き掛けの工夫 

 総合的な学習の時間では、児童が自ら学んでいけるように、教師は意図的に単元を構成す

る必要がある。中でも、他者と協同して課題を追究する学習活動を重視した単元構成を行う

には、児童の関心や疑問が何かを丁寧に見取り、把握することが大切である。そこで、単元

計画の中に協同的に取り組む活動を適切に配置し、児童の実態や活動の様子に応じて異なる

視点から考える場面を設けるなど、児童の考えの深まりや広がりを促すことが必要である。

また、児童の意識や活動の向かう方向を的確に予測し、教師が意図しない方向へ児童の興味

関心が向かうことがあっても対応できるよう十分な教材研究をすることも必要である。

そこで、本部会では、児童主体の学習活動で、教師が意図する学習を効果的に生み出し、

他者と協同して課題を追究するためには、次のような手だてが有効であると考えた。「意図

的な働きかけ」の具体的な手だてとして３つの例を挙げる。

ア 児童の関心を惹き付けるような話題提示の工夫 

ビデオレター、手紙、メール、電話など対象に直接向き合い、児童に訴えかける方法で

ある。例えば、ゲストティーチャーの願いや困っていることなどを手紙で児童に伝えるこ

とにより、児童に「何とかしたい！」という切実な思いを引き出すことができるのではな

いかと考えた。 
 イ ゲストティーチャー（専門家）との出会いの工夫 

誰に、どのタイミングで、どのように会うのが最        
も効果的かを慎重に検討する。ゲストティーチャー   
と入念な打ち合わせを行い、ゲストティーチャーの 
話が児童の考えにどのような影響を与えるかを十分 
吟味する。例えば、児童の情報収集が偏った内容で   
あると判断される場合、ゲストの生の声を聞く機会   
を設けることで、これまで自分たちが調べたり考え 
たりしたことを見つめ直し、新たな考えがもてるの  
ではないかと考えた。 

 ウ 学習履歴の掲示の工夫 

児童の学習履歴（活動時期・活動内容・活動の写     
真・感想・今後の予定等）を掲示する目的は、活動  
内容を記録するためだけではない。グループ活動で 
は、各グループの進捗状況の把握や、集めた情報、 
困っていることを共有し、意見交流する際にも有効 
である。また、活動のゴールをイメージすることで、 
活動内容が明確になり、見通しをもって活動を進め          
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ることができる。さらに、掲示することは児童が活動意欲を高くもち続ける上からも有効

である。 
   この他にも、学習が始まる前から行う素地づくりに有効な手だてとして、関連資料の提

示がある。これは児童にできる限り多様な考えをもたせるために有効であり、児童の興味

関心を引き出す一助となる。具体的には、学校図書館の図書資料・公立図書館からの団体

貸し出し・ポスター・新聞などが考えられる。もう１つは、学習内容に関することについ

て、様々な場面や機会を捉え、話題にすることである。朝会・集会、朝の会、各種便り（学

校・学年・学級便り）などが考えられる。 
（２）異なる視点から考えて話し合う場面の充実  

他者と協同して課題を追究する学習活動の中で、それぞれの考えを出し合って課題への認

識を深める場面や、児童自身が物事の判断や決断をするような場面等、児童相互に異なる視

点から話合うことが重要な役割を果たすことが多い。本部会では、異なる視点から考えて話

合う場面における、環境構成、話合いの方法の２つを充実させることが重要であると考えた。

ア 環境構成の工夫                                                                              

   児童相互に異なる視点から意見交換し、充実した話合いにするためには、児童が意見や

考えを話しやすく、お互いの意見や考えを聞きやすい環境を教師が意図的に構成すること

が大切である。その際、特に留意すべき点として以下の５つが挙げられる。 

 

イ 話合いの方法の工夫 

   異なる視点から考えて話合う場面を設定するに当たっては、考えを比較して整理できる

ような表や図などの思考ツールの活用等による情報の可視化、及び多様な考えを引き出し、

つなぐ教師の役割について着目した。 
 （ア）思考ツールの活用等による情報の可視化 

異なる視点から考えて話合う場面では、児童が発する音声のみによる話合いでは、児

童相互の考えを比較したり、関連付けたりするなど、話合いを通して考えを深めていく

ことが難しい。このような課題を克服するために、ホワイトボードに児童の考えを書き

出したり、思考ツールを用いたりするなど、児童の考えを視覚化することが有効である

と考えた。授業のねらい、話し合う内容や場面に応じて、視覚化するための方法を吟味

して児童に提示したり、選択させたりすることが重要である。 
 （イ）多様な考えを引き出し、つなぐ教師の役割 

児童主体で話合う場面においても、教師は児童の考えに耳を傾けるだけではなく、児

童の考えを引き出したり、それぞれの考えの共通点や相違点に目を向けられるように児

○座席の並べ方（半楕円形、円形、コの字型、長方形などに机を並べる、壁に向かって座

るなど） 
○話合いをする人数 
○話合いをするメンバー構成（課題別、無作為、クラス全体、対立する２つの意見等） 
○話合いをする場所 
○話合いに必要な道具の設置（ペン、ミニホワイトボード、画用紙、付箋、カード等） 
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童の考えをつないだりする役割を担うことが大切である。

例えば、グループでの話合いをした後、各グループの考えを学級全体で共有する場面

では、順番に発表させるのではなく、共通する考えに気付かせたり、異なる考えに焦点

を当てたりしてから、教師が意図的に児童を指名して発言を促すことなどが考えられる。 
（３）評価の観点の設定 

総合的な学習の時間の評価においては、観点別の学習状況評価を基本としている。評価の

観点については、小学校学習指導要領に示す総合的な学習の時間の目標を踏まえ、各学校に

おいて具体的に定めた目標、内容に基づいて定める。観点設定の考え方について、「小学校、

中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等に

ついて（通知）」（平成２２年５月１１日）では、次のように例示されている。 

  本分科会では、自ら課題を追究すること、自ら他者と関わり、協力して学習活動に取り組

むこと、異なる意見や他者の考えを受け入れ、自分の考えを深められることを目指している。

これらを踏まえ、②の資質や能力及び態度に基づいた観点に特に着目し、評価の観点の設定

を行った。

 子供たちを目指す児童像に近付けるためには、教師が、児童の学習状況からどのような力

が身に付いたかを適切に評価し、その結果の分析を踏まえて、さらに意図的な働き掛けをし

ていくことが必要である。こうした指導と評価の一体化を図るために、目指す児童像を具体

化し、次のような評価の観点を設定した。 

 

目指す児童像 

自ら課題を追究する児童 

自ら他者と関わり、協力して 
学習活動に取り組む児童 

異なる意見や他者の考えを 
受け入れ、自分の考えを 

深める児童 

資質や能力 

及び態度 
評価の観点 

学習方法 課題を追究する力 

他者や社会 他者と関わる力 

自分自身 自己を見つめる力 

  

① 学習指導要領に示された総合的な学習の時間の目標に基づいた観点の設定 

② 学習指導要領に示された「学習方法に関すること」「自分自身に関すること」「他者や

社会との関わりに関すること」などの視点を踏まえて設定した資質や能力及び態度に

基づいた観点の設定 

③ 各教科の評価の観点との関連を明確にした観点の設定 
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（４）実践事例 

１ 単元名 「車人形を我が町へ」 

２ 単元目標と評価 

（１）単元の目標 

かつて私たちの町で生まれた「車人形」を地域の人に広めようとする活動を通して、地域

の伝統や文化の継承に力を注ぐ人々の思いに触れ、地域への愛着の気持ちをもつとともに、

自分にできることを考え、実行しようとする。

（２）評価規準 

評価の
観点 

課題を追究する力 他者と関わる力 自分を見つめる力 

 

①人形に興味をもち、三

多摩車人形を育てる

会の人々と積極的に

関わっている。

②車人形を地域に広め

ていくために有効な

作戦を考えている。 

①車人形を地域に広めてい

くために必要な情報をア

ンケートやインタビュー

等を活用して集めている。  

②車人形を地域に広めるた

めの作戦を考え、準備した  

り、実行したりしている。  

①三多摩車人形を育てる会

の人々の思いを聞き、自分

なりに感想をもって発言

したり、書いたりしてい

る。

②学習を振り返り、学んだこ

とをこれからの学習や生

活に生かそうとする。 

３ 単元の概要【全２５時間】 

 ○主な活動内容 ・具体的な活動 手だて 評価  

 

○「三多摩車人形を育てる会」の方々との交流を通して車人形への

興味関心をもつ。【３時間】 

・「三多摩車人形を育てる会」の方々をお招きし、公演を見たり、

交流したりする。

・公演や交流の感想を基に手紙を書く。

・「三多摩車人形を育てる会」の方の思いや、車人形と地域との関

係の現状を知り、今後の活動について考える。

○車人形について地域の人々はどれだけ知っているか探る。

【５時間】 

・計画を立てる。

・情報収集の方法を選び取り、準備をする。  

・情報収集を行う。（アンケート、インタビュー等） 

・集めた情報を整理分析し、今後の活動について考える。 

ＰＭＩ 

手紙 

意思表示 

ネームカード 

ＫＪ法 

ランキング等 

課① 

自① 

他① 

 

○車人形を地域の人々に知ってもらうための方法を考える。

【３時間】 

・車人形を地域に広めていくために有効な作戦を考える。

○車人形を地域の人々に知ってもらうために活動する。

【１２時間】 

・車人形を地域に広めるための作戦の準備をする。  

・考えた作戦を実行する。

○活動を振り返る。【２時間】 

チャート 

ＰＭＩ 

ランキング等 

他② 

自② 

実践事例１ 学習対象を「地域の伝統や文化とその継承に力を注ぐ人々」とした実践事例（第４学年）  
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４ 研究主題に迫るための手だて 

（１）意図した学習を効果的に生み出す働き掛けの工夫 

ア 児童の関心を引き付ける話題提示 

体験を通して車人形への関心が高まったところ    

で、直接触れ合ったゲストティーチャーからの手 

紙という形で、「私たちの町には車人形が残ってい 

ない。」いう事実や「もっと地域の人々に知ってほ 

しい。」という思いや願いに児童が触れることがで 

きる場を設定し、児童に切実感や疑問をもたせる 

ようにする。 

 イ 学習履歴の掲示 

活動内容や児童の振り返りの言葉をまとめたものを掲示し、同じ学習対象についての認

識の違いを客観的に示すことで多様な視点をもてるようにする。また、児童の考えや思い

をシェアしイメージを共有することで見通しをもった活動ができるようにする。 

（２）異なる視点から考えて話し合う場面の充実 

ア 環境構成の工夫 

   黒板を前にして全体で意見を共有し話し合いを

行う場面で、座席を前方に寄せ、扇形のような体

形にする。児童と児童を近付け、黒板を取り囲む

場をつくることによって児童の意識を話し合いに

集中させ、一体感をもって意見交換できるように

する。 

イ 話し合いの方法の工夫 

（ア）ＰＭＩシート（『関大初等部式 思考力育成法』関西大学初等部[著]より） 

ＰＭＩシートとは、プラス(PLUS)、マイナス(MINUS)、興味(INTEREST)の視点か

ら評価する方法である。体験活動後の感想を複数の視点から分析して記述する。グルー

プや学級での話し合いにおいて、本思考ツールを活用して意見を交流することで、より

多様な思いに触れられるようにする。 

（イ）意思表示ネームカード 

    話し合いの場面で、各児童が自分の氏名の書

かれたネームカードを持ち、それを黒板に貼る

ことで確実に意思表示できるようにする。中間

の意見も表示できるようにし、それぞれの意思

表示の理由を聞き、より細かい考えや多様な視

点を与えられるようにする。また、多様な意見

を聞く中で、考えが変容してきた児童に関して

は、途中でネームカードの位置を変えることも

許容することで一つ一つの意見に真剣に耳を傾け、思考できるようにする。 
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５ 児童の変容 

 Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 
  

「動きがとても面白かった

です。今度、機会があれば

体験してみたい。」 

「見ているだけでも面白か

ったけど、今度は体験して

みたい。」 

「クラスの代表として車人

形を体験してすごく難しか

ったけど楽しかった。」 

 

 

 

「私たちの町で生まれたの

に、他の町の方が有名だ

なんてもったいない。」 

「今の自分たちでは受け継

ぐことはできない。無理だ

と思う。」 

「時代の流れは止められな

い。我が町で受け継ぐのは

無理だ。」 

 

 

「有名にならなくてもいい

から私たちの町でも続けて

いってほしい。」 

「とても難しいけれど、何

か受け継ぐ方法があるのな

ら取り組んでみたい。」 

「我が町で受け継ぐのは無

理だと思うけど、もう少し

体験してから考えたい。」 

 「さらに体験して、車人形について知りたい。」「車人形を育てる会の方たちともっ 
と関わろう。」という意欲が高まっていった。 

６ 考察 

（１）意図した学習を効果的に生み出す働き掛けの工夫 

 体験活動後は、「楽しかった。」「面白い。」などの発言が聞かれたが、自分たちの身近なもの

としては捉えられていなかった。しかし、車人形を育てる会の方からの手紙で、「我が町には残

っておらず、今後どうしていけばいいのだろうか。」という視点を与えられたことで、伝統文化

の価値に目を向けるようになった。特に、Ａ児のように「自分たちの地元の伝統を絶やしたく

ない」「我が町でも受け継いでいくべき」という思いをもつようになった児童も多かった。また、

「今のままでも仕方ない」という考えだったＢ児やＣ児についても、ただ否定的になるのでは

なく、実現可能かどうかを真剣に考え、「受け継いでいきたいけれど、今の自分には受け継ぐだ

けの余裕も技術もないし、大人になってからでは遅すぎる。」などと葛藤しながら考えていた。

（２）異なる視点から考えて話し合う場面の充実 

座席配置を工夫し、互いの距離を近付けたことで、つぶやきが発言として共有されるように

なり、話し合いが活発になった。また、意思表示ネームカードを活用したことで自分と対立す

る意見にも耳を傾けるようになった。Ｂ児、Ｃ児は受け継ぐことは無理だという立場であった

が、みんなの意見を聞くうちに「何か方法があれば取り組んでみたい。」「もう少し体験してか

ら考えたい。」など伝統を受け継ぐ人の気持ちについて考えようとする姿が見られた。

また、車人形の公演、体験後にＰＭＩシートに感想を書き、それをクラスでまとめることで、

個々の児童が気付かなかったことや、意識していなかったことを共有し、同じ目的をもつこと

ができた。 

【手だて１】 

○車人形を育てる会の方々の公演及び体験後のＰＭＩを活用した振り返り 

○車人形を育てる会の方からの手紙による問題提起 

「我が町で生まれた車人形だが、他の町が有名で我が町には残っておらず、受け

継ぐ人がいない。私たちの町でも受け継いでいった方がよいのだろうか。」 

  
【手だて２】 

○座席配置の工夫と意思表示ネームカードを活用した話し合い 

「車人形を地域でも受け継いでいくべきか。今のままでも仕方ないか。」 

児童の  
考え 

児童の  
考え 

児童の  
考え 

次時の  
活動 



 
 

１ 単元名 「私の未来設計図」 

２ 単元目標と評価 

（１） 単元の目標 

自分自身のよさや可能性と関連させながら自分の就きたい職業について調べたり追究した

りする活動を通して、自分の将来を見つめ、夢の実現に向けて今できることを考え、行動で

きるようにする。

（２） 評価規準 

評価の  
観点 課題を追究する力 他者と関わる力 自分を見つめる力 

 

①「私の未来設計図」の作成に興

味をもち、学習の計画を立て、

自分のよさを見付けている。

②働く人や働くことに課題意識を

もち、興味のある仕事について

具体的に調べ、地域の方々の生

き方や考え方を知ろうとしてい

る。

③「私の未来設計図」作成のため

に必要な情報を整理し、自分の

よさを再確認し、自分の将来に

ついてまとめている。 

①自分のよさを見付けるた

めに、友達や保護者と積

極的に関わっている。

②身近な大人やゲストティ

ーチャーの話を聞いて、

様々な思いや願いをもっ

て働いている人々がいる

ことに気付いている。

③作成した「私の未来設計

図」を保護者やお世話に

なった方々に発表してい

る。 

①友達や保護者と関わりな

がら、自分のよさを見付け

ている。

②身近な大人やゲストティ

ーチャーの話を聞いて、働

くことを自分自身と結び

付けて考えている。

③「私の未来設計図」を作成

したり、発表したりするこ

とを通して、自分の可能性

や将来について強く意識

している。 

３ 単元の概要【全３０時間】 

 ○主な活動内容 ・具体的な活動内容 手だて 評価  

 

○自分の分析を行い、自分に合う仕事について考える。

【３時間】 

・自分の性格、得意なこと、好きなことなどを捉える。

・友達や担任から見られている自分を捉える。 

・家族から見られている自分を捉える。自分分析を振り返

り、生かしたい自分のよさや伸ばしたい力を考える。 

☆友達や家族から自分のよ

さを伝えてもらい、よさや

可能性に改めて気付ける

ようにする。

☆学習履歴の掲示を行う。 

課① 

他① 

自① 

 
 

○自分の興味関心のある職業について調べる。【１５時間】  

・興味のある仕事について情報を集めたり、身近な大人 

や興味のある仕事をしている地域の方々にインタビュ

ーしたりして、調べる。 

・調べたことについて中間報告を行う。

・働く上で大事なことについてダイヤモンドランキング 

を使って話し合う。 

・改めて興味のある仕事や自分に向いている職業につい 

て調べたり、ゲストティーチャー（介護士、お寺の住

職）に話を聞いたりして、今、すべきことを考える。  

☆職業に関わる本などを掲

示しておく。

☆朝の会などで職業の話題

をする。

☆ダイヤモンドランキング

を活用し、話し合いをす

る。

☆譜面台に画板を置き、付箋

を操作して話し合いがで

きるような場を設定する。  

課② 

他② 

自② 

 

 

○自分の未来設計図を作り、発表する。【１２時間】 

・「私の未来設計図」を作成する。

・「私の未来設計図」を発表する。 

☆選んだ職業が違う児童同

士で発表ができるような

グルーピングを行う。 

課③ 

他③ 

自③ 

実践事例２ 学習対象を「将来への展望との関わりで訪ねてみたい人や機関」とした実践事例（第６学年）  
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４ 研究主題に迫るための手だて 

（１） 意図した学習を効果的に生み出す働きかけの工夫 

ア 児童の関心を惹き付ける話題提示 

   事前に保護者に児童への手紙を依頼し、児童の自己分析の際に活用する。児童が自分で

は気付かないような自分のよさを手紙という形で示すことで、自分をより理解するための

手掛かりにする。 
 イ ゲストティーチャーとの出会わせ方の工夫 

児童がインタビューしたいと思う地域の方々に協力していただき、様々な生き方や働く

ことの意義等について直接話をしてもらう。児童が、働くことについてより身近に考えら

れるようにする。また、地域の方々に出会うタイミングも吟味し、児童の関心が高まった

ところを見計らって出会わせる場を設定する。 
 ウ 学習履歴の掲示 

活動内容や児童の感想などが分かる学習 
掲示を行うことで、活動を振り返ったり、 
活動の見通しをもったりできるようにする。 

 エ 関連資料の設置 

教室内の児童が目にする場所に、「１３ 
才のハローワークマップ」等の職業に関す 
る本をさりげなく置いておくことで、児童の関心を自然と高めていくようにする。 

 オ 朝の会等における話題提供 

朝の会等で職業に関する話を取り上げるなどして、職業や将来についての児童の意識を

高めていくようにする。 
（２） 異なる視点から考える場面の充実 

ア 環境構成の工夫 

話し合いの際には、選んだ職業が異なる児童同士でグループをつくり、様々な職業の中

の共通点や、働く上で大事なことなどについて話し合えるようにする。また、グループご

とに譜面台の上に小さいホワイトボードや画板を置き、児童が話し合ったり情報を分析し

たりしやすい場を設定する。全体で話し合いを行う際には、黒板の前に全児童を集め、一

体感をもって話し合いができるようにする。

イ 話し合いの方法の工夫 

「働く上で大事なこと」について話し合う際には、 
ダイヤモンドランキングで情報を整理し、順位をつ 
けて分析を行う。敢えて順位をつけることで、児童 
同士の意見が交わされ、話し合いが盛り上がるよう 
にする。全体で話し合いを行う際には、共通点や相  
違点に気付かせ、意図的に異なる視点に目が向くよ 
うな意見の取り上げ方をし、児童の考えが深まるよ                 
うにする。 
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５ 児童の変容 

 Ａ児 Ｂ児 Ｃ児  

 

○「あきらめない心」あきら

めないで、イラストレータ

ーとしてよいものを描き

たいと思った。 
○「基礎基本」仕事をやる上

で、基礎を大事にしたらよ

いものが描けると思うか

ら。 

○「あいさつ」どの国の人で

もあいさつをする。どんな

人でもあいさつはできる

し、あいさつをされると心

が和むから。 
○「好奇心」何事にも好奇心

をもつことは大事なこと

だし、いろいろ発見できる

から。 

○「思いやり」新体操のコーチ

をする上では、子供のことも

考えて、演技を作るので、子

供の個性に合わせて技や構成

を考えるから。 
○「明るさ」新体操のコーチは、

子供たちに笑顔やあいさつな

どを教えてくれる。そうする

と、子供たちは、試合で明る

く演技ができるから。 

 

  

 
 「責任」が上の方にある班

が多かったので、仕事＝責任

とイメージする人が多かっ

たのだと思った。

 また、「チームワーク」も

多かったので、仕事をすると

きは、「責任」をもつことも

大事だけれど、チームで協力

することも大事なのだと思

った。 

 ダイヤモンドランキング

をやって、本当に大切なこと

が分かった。みんなそれぞれ

の心得があるから、その心得

をもち続けて仕事をするの

が一番かなと思う。今からで

きることもたくさんあるの

で、委員会の仕事やクラブの

役割をしっかりと果たした

い。 

学校生活の中では「責任感」

や「チームワーク」もすごく必

要だから、日々の生活でも大切

にしなければいけないことと思

う。自分自身は「責任感」を大

事にしたい。学芸会でも一人ひ

とり役が決まっているわけだか

ら、一人がしっかり自分の役に

なり切ってやらないと劇が台無

しになってしまう。だから「責

任感」は大事で、それは仕事で

も同じだと思う。 

 

実際に働いている地域の方に「働く上で大事なこと」のダイヤモンドランキングを作って

いただき、自分たちのものと比べ、確かめた。 

【手だて２】 

○話合いの際には、選んだ職業が異なる児童同士のグループで話し合わせる。

○グループごとに譜面台上に画板と画用紙を置き、児童が付箋を操作しながら話しや

すい場を設定する。

○話し合う際にはダイヤモンドランキングで情報を整理し、順位をつけて分析を行う。  
○全体で話し合いを行う際には、黒板の前に児童を集め、一体感をもって話し合いが

できるようにする。

○全体で話し合いを行う際には、共通点や相違点に気付かせ、意図的に異なる視点に

目が向くような意見を引き出し、児童の考えが深まるようにする。 

【手だて１】 

○児童一人ひとりが働く上で大事だと思うことを事前に２つ選んでおく。理由とと

もに付箋に書いておく。 
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６ 考察 

（１）意図した学習を効果的に生み出す働きかけの工夫 

単元に関連する本を教室に置いたり、朝の会等で話題にしたりすることで、自然と児童の

関心が自分の将来や職業へ向くようになっていった。実際に働く地域の方々にインタビュー

や手紙等で質問に答えてもらう児童も多かった。特にＢ児は、出版社に勤める方に実際に手

紙を出し、情報収集を行ったことで、出版関係の職業により興味・関心をもった。そして、

手紙で出版社の方が大事にしていると教えてくれた「あいさつ」と「好奇心」を、自分自身

も働く上で大切なこととして挙げていた。これは、実際に興味のある職業の大人に手紙を出

し、返事をもらうという関わりの中で、地域の大人を身近に感じ、憧れの職業をより自分の

将来と結び付けて考えられたためでないかと思われる。

また、ゲストティーチャー（介護士、お寺の

住職）に直接話を聞く機会も設けた。その際に

は、ゲストティーチャーと事前に打合わせをし、

児童に手紙が届くように依頼したり、児童に伝

えてもらいたいことを話に盛り込んでもらった

りした。イラストレーターを目指すＡ児は、ゲ

ストティーチャーの話を聞き、様々な職業の中

に共通点があることに気付くことができた。Ａ

児は、地域の方、働く方から教えてもらった大

切なことを自分の興味のある職業や将来に関連付けて、考えを深めることができた。事前に

打合わせをし、伝えてもらうべきことを明確にしておいたことで、働く上で、どのような仕

事にも共通して大事なことがあるという教師の意図した気付きにつながったと言える。

（２）異なる視点から考える場面の充実 

  話し合いを行う際には、選んだ職業が異なる児童同士で発表を行ったり、大事なことにつ

いて考えたりすることで、児童は多様な考えに触れることができた。また、ダイヤモンドラ

ンキングなどの思考ツールを効果的に活用することで、話し合いが活性化し、自分の考えを

深められた児童も多かった。学級全体で話し合いを行う際も、児童を黒板の前に集め、一体

感をもたせられるようにしたことで、児童同士の会話や意見交換が活発化した。Ｃ児は、話

し合いを行う前は「思いやり」や「明るさ」を働

く上で大事なこととして考えていたが、グループ

や全体での話し合いを通して、「責任」や「チーム

ワーク」も大事であると考えが変わり、さらに他

の児童の意見を聞いて、それらは日々の生活の中

でも大切なものだということに気付くことができ

た。このように、異なる視点から考える場面を充

実させたことで、児童は様々な意見を交換し、働

くことを身近に感じながら、将来のために今でき

ることは何かを考えていくようになったと言える。 
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Ⅶ 研究の成果と課題 

１ 研究の成果 

（１）意図した学習を効果的に生み出す教師の働き掛けの工夫について 

ア 掲示物、図書資料、学級指導での話題提示などを通して、児童が異なる視点から考え

られるよう意図的に働きかけることで、学習を発展させるような異なる視点に自然に気

付かせることができた。そのため、児童が協同して課題を追究していく際に、多面的に

物事を考える素地となり、効果的な学習を生み出すことができた。

イ 児童が多様な視点で物事を考えられるように教師が意識して指導に当たったことで、

活動イメージを具体的にもつことができた。それにより、掲示物や図書資料、話題提示

など、児童の活動に即した効果的な指導の工夫を行うことができ、児童の探究活動をよ

り充実させることができた。

ウ ゲストティーチャーとの出会いや、協力者からの手紙などを児童に示すタイミングや

内容などを十分に吟味することで、児童が主体的に学習を進めることができた。 
（２）異なる視点から考えて話し合う場面の充実について 

  ア 話し合いのメンバー構成や、場の設定を意図的に行ったことで、児童の話し合いが活

性化され、個々だけでなく集団としての考えにも深まりが見られた。 
  イ 授業のねらいに合わせた思考ツールを用いて話し合うことで、自分の考えを明確にし

て伝えたり、異なる視点から考えることを促したりすることができた。 
 ウ 話し合い場面を充実させるために、教師が児童の考えを引き出し、異なる意見をつな

ぐ役割を担うことの重要性に気付き、その具体的な手だても検証することができた。 
２ 研究の課題 

（１）意図した学習を効果的に生み出す教師の働き掛けの工夫について 

ア 成果（１）のイに記したように、本研究を通して教材準備の焦点化が図れたが、より

多くの教員がすぐに実践できるよう、一般化するまでには至っていない。 
  イ 成果（２）のアに記したように、教師が働きかけた異なる視点によって、思考を深め

る児童がいる一方で、視点を十分に捉えられず、深く思考することが難しい児童もいた。 
（２）異なる視点から考えて話し合う場面の充実について 

ア 話し合う場面の必然性を児童自身が感じられるようにするための手立てを、さらに研

究する必要がある。 
３ 今後に向けて 

  意図した学習を効果的に生み出すために環境づくりやゲストティーチャー等との関わりを

工夫したことで、児童が多角的に考えたり、主体的に学習を進めたりする姿が見られ、探究

的な学習の質を高めることができた。ただ、児童の主体性を損なわないよう意図的な働き掛

けを行うには、教師の十分な児童理解と配慮が必要である。今後さらに実践を重ね、具体的

な手法や児童の見取りの方法について、一般化を目指した研究を進めていく必要がある。

  また、異なる視点から考えて話し合う場面の工夫として、様々な場の設定や話し合いの方

法を取り入れたことで、話し合いが深まり、探究的な学習の質を高めることができた。ただ、

児童自身がそれらの手法を場面に応じて選び取るようにするには、総合的な学習の時間以外

の他教科・領域などにおいて十分に経験させる必要がある。さらに、必然性のある話し合い

になるように、単元や授業の流れを工夫したり、児童の考えをつなぎながら学習を進める教

師の技術を向上させたりすることが必要である。 

今後は、本研究の成果を生かして自身の授業力を高めるとともに、自校における総合的

な学習の時間の充実に向けて貢献していく。 
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